
 1 

６年生実践から見る 指導と評価 

１．単元名 「明治の新しい国づくり」 ～近代化を目指した人々～ 

 

２．学校教育目標と社会科で目指す子どもの姿 

 

３．単元目標 

 黒船の来航、廃藩置県や四民平等などの改革、文明開化について、人物の働きに着目し、地図や年表

などの資料で調べ、我が国の歴史上の主な事象を捉え、我が国の歴史の展開を考え、表現することで、

我が国が明治維新を機に欧米の文化を取り入れつつ近代化を進めたことを理解できるようにするとと

もに、主体的に学習問題を追究解決しようとする態度を養う。 

 

４．評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①世の中の様子、人物の働きに

ついて、地図や年表などの資

料で調べ、必要な情報を集め、

読み取り、黒船の来航、廃藩置

県や四民平等などの改革、文

明開化の様子を理解してい

る。 

②調べたことを年表や文などに

まとめ、我が国が明治維新を

機に欧米の文化を取り入れつ

つ近代化を進めたことを理解

している。 

①世の中の様子、人物の働きな

どに着目して、問いを見出し、

黒船の来航、廃藩置県や四民

平等などの改革、文明開化に

ついて考え表現している。 

②黒船の来航、廃藩置県や四民

平等などの改革、文明開化を

関連づけたり、総合したりし

て、この頃の世の中の様子を

考え、適切に表現している。 

 

 

①黒船の来航、廃藩置県や四民

平等などの改革、文明開化に

ついて、予想や学習計画を立

てたり、見直したりして、主体

的に学習問題を追究し、解決

しようとしている。 
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５.目指す子どもの姿に迫るための授業改善の５つの視点 

 

（１）教材化 ～明治政府の意図を捉えられる教材化～ 

   本単元で学習する時代の日本は、近代化を進めるために様々な改革を行っていました。ただ、一

つひとつの改革について調べて終わるのではなく、それらの諸改革をつなげていくことを通して、

明治政府の人たちは、どんなことを大切にしながら、新しい国づくりを目指していたのかという思

いや考えに迫るようにしました。 

本時では「（廃藩置県をすすめようとしていた時の）西郷隆盛の言葉」を提示しました。西郷隆盛

は大政奉還時の江戸城無血開城のように、話し合いをした人という既習のイメージとのズレを生む

ことができると考えました。「そこまでして何故、廃藩置県をすすめたかったのだろう。」と問うこ

とで、明治政府が行った諸改革を結びつけながら、明治政府が近代化した国を目指したことを表現

できるよう、教材化を図りました。 

 （２）学習過程 ～学習計画の質を高める３つの視点～ 

   単元の導入では、１８７２年と１８５０年の高輪の様子を比べることから、約２０年という期間

で町の様子や人々の生活が大きく変化したことに気付き、「日本はどのように近代化を推し進めて

いったのだろうか」という学習問題を立てました。学習計画を立てる場面では、これまでの社会科

学習で得た既習をもとにした予想から、「外国とのつながり」「政治」「文化」という３つの視点で問

題を解決できるようにしました。その視点にそった個での調べ学習の時間も設定しました。これら

のことで、単元の見通しをもつことができ、主体的に問題を解決しようとする態度の育成につなが

ると考えました。 

（３）学習活動 ～「個別最適な学び」と「協働的な学び」～ 

   本単元では、「個別最適な学び」を充実させるため、①学習計画を立て後に、学習問題の解決に向

けて自分なりの方法で調べる時間の設定、②前時の最後に学習問題を立て、次時までに自分の予想

や考えをもてるようにすること。という２つの方法を取り入れていきました。 

   また、本時の学習がこれまでの既習と繋げて考えることができるように「明治政府の人たちは（諸

改革を通して）どのようなことを大切にして政治を行ったのだろうか。」という学習問題を設定し、

「西郷隆盛の言葉」をキッカケに考えることで「近代化」という本単元で大切になるキーワードと 

  既習の諸改革を結び付けながら「協働的」に話し合うことができると考えました。 

（４）指導と評価 ～「個」への支援～ 

   単元の２時間目で行う個での調べ学習や、単元を通して行う次時までの調べ学習では、GIGA端

末のミライシードを用いて、子どもたち同士が、見つけた資料を共有できるようにしていきました。

そのことで、教師がより個を見取ったり、支援したりしていくことができました。この「個」への

見取りと支援の充実は、「指導と評価の一体化」につながるのではないかと考えました。 

 （５）一人一人が生きる社会科学習 ～どの子も安心して学べる学級～ 

   これまで、「自信がないことも出し合おう。」「自信がないことこそ発信しよう。」という声掛けを

どの教科の時間でも行ってきました。社会科の学習では、教師からの一方的な課題・資料提示は行

わず、子どもたちのつぶやきや資料共有を大切にしながら授業を進めていきました。子どもたち同

士が対話をしながら学習できるように、相手意識をもった話し方の指導や、個の見取りと支援を充

実させ、「全員で授業を作り上げる」という意識を育てたいと考えました。 
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６.問題解決的な学習の充実に迫るための単元構想 

 

【思①態①】 

【態①】 

【知①】 

【知①】 

【知①】 

【思②】 

【知②】 

【知①】 
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７．資質・能力の育成に向けた学習評価計画（８時間）  ※□は評価したことを記録に残す場面 

〇本時のねらい 〇主な学習活動 ◇主な資料 評価方法【評価規準】 

① ２つの時代の様子を

比べ、日本が近代化

していったことに気

付き、単元を見通す

学習問題を設定し、

学習計画を立てられ

るようにする。 

〇江戸時代から明治

時代にかけての世

の中の様子の変化

について話し合い、

学習問題をつくる。 

○予想を出し合い、学

習計画を立てる。 

◇１８７２年の高輪の様

子 

◇１８５０年の高輪 

の様子 

発言内容やノートの記述

内容から、「世の中の様子

の変化から問いを見出し

ているか」「予想や学習計

画を立て、解決の見通しを

もっているか」を評価す

る。       【思①】 

② 単元を見通す学習問

題に対しての予想

や、その根拠となる

資料を調べることが

できるようにする。 

〇学習問題に対して

の予想や、その根拠

となる資料を調べ

る。【自分の考えに

基づく調べ学習】 

（GIGA） 

必要な児童に個別での支

援として配付 

◇ペリー来航 

◇廃藩置県 

◇明治に始まったこと 

ミライシードの記録か

ら、予想や学習問題を見直

したり、主体的に学習問題

を解決しようとしたりし

ているかを評価する。 

【態①】 

③条約の内容や、幕末の

米の値段の移り変わ

りを調べることを通

して、日本が外国との

間に不平等な条約を

結んだこと、開国した

ことにより人々の不

満が高まったことを

理解できるようにす

る。 

○ペリーが来日した

目的、アメリカと結

んだ２つの条約に

ついて調べる。 

 

〇幕末の米の値段の

移り変わりについ

て調べる。 

◇ペリーが率いる艦隊

と、防備を固める人々 

◇条約によって開かれた

港 

◇外国と結んだ不平等な

条約 

◇幕末の米の値段の移り

変わり 

◇ペリー 

発言内容やノートの記

述内容から、資料から必要

な情報を読み取り、日本が

外国との間に不平等な条

約を結んだこと、開国した

ことにより人々の不満が

高まったことを理解して

いるかを評価する。 

【知①】 

④倒幕運動を進めた代

表的な人物を調べる

ことを通して、江戸幕

府が政権を返上した

ことを理解すること

ができるようにする。 

○倒幕運動を進めた

代表的な人物につ

いて調べる。 

◇薩英戦争 

◇当時のアジア 

◇木戸孝允 

◇西郷隆盛 

◇大久保利通 

◇勝海舟 

◇大政奉還 

発言内容やノートの記

述内容から、資料から必要

な情報を読み取り、江戸幕

府が政権を返上したこと

を理解しているかを評価

する。     【知①】 

⑤明治政府の諸改革を

調べることを通して、

明治政府が様々な改

革を進め、新しい国づ

くりを目指したこと

を理解することがで

きるようにする。 

○明治政府の諸改革

の内容や目的につ

いて調べる。 

 

◇五か条の御誓文 

◇四民平等 

◇徴兵令 

◇廃藩置県 

◇地租改正 

◇殖産興業 

発言内容やノートの記

述から、資料から必要な情

報を読み取り、明治政府が

様々な改革を進め、新しい

国づくりを目指したこと

を理解しているかを評価

する。     【知①】 
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⑥明治政府がすすめた 

諸改革を比較、関連、 

総合することを通し 

て、近代化を目指した 

ということについて 

考え、表現することが 

できるようにする。 

○明治政府が目指し

た国づくりについ

て話し合う。 

 

 

 

◇⑤と同じ 

◇⑤で調べたこと 

 

◇西郷隆盛の言葉 

◇当時のアジア 

発言内容やノートの記

述から、明治政府がすすめ

た諸改革を比べたり、つな

げたり、まとめたりして、

明治政府がどのような国

づくりを目指したのかを

考え、表現しているかを評

価する。【思②】 

⑦明治時代の人々の暮

らしの様子や文化な

どを調べることを通

して、文明開化によっ

て暮らしや考え方が

変化したことを理解

することができるよ

うにする。 

○明治時代の人々の

暮らしの様子や文

化について調べる。 

◇明治時代に始まったこ

と 

◇学校に通った子どもの

割合 

◇福沢諭吉 

◇明治時代の初めの頃の

銀座の様子 

発言内容やノートの記

述から、資料から必要な情

報を読み取り、文明開化に

よって暮らしや考え方が

変化したことを理解して

いるかを評価する。【知①】 

⑧単元を振り返り、単元

を見通す学習問題に

ついて話し合うこと

を通して、日本が明治

維新を機に欧米の文

化を取り入れつつ、近

代化を推し進めてい

ったことを理解する

ことができるように

する。 

〇学習したことをも

とに、外国とのつな

がり、政治、文化に

ついて話し合う。 

 

〇学習したことを関

係図や年表などに

整理し、学習問題に

対して考えをまと

める。 

◇１時間目から７時間目

までに扱った資料 

発言内容やノートの記述

から、日本が明治維新を機

に欧米の文化を取り入れ

つつ、近代化を推し進めて

いったことを理解してい

るかを評価する。【知②】 
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資料.「社会のしくみ」と「社会との関わり」をつなぐ理解の構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

我が国の歴史についての理解を踏まえて、国家及び社会の発展に貢献した先人によっ

てつくり出された歴史や伝統を大切にして国を愛する心情を養う。 

 明治時代の人々

の生活の様子を調

べ、福沢諭吉が欧

米の思想を紹介す

るなど欧米の文化

が広く取り入れら

れたことにより

人々の生活が大き

く変化したことが

わかる。 

明治政府が廃藩置県や四民平

等などの諸改革を行ったことに

ついて調べ、西郷隆盛、大久保利

通、木戸孝允らの働きによって

明治天皇を中心とした新政府が

つくられ、五箇条の御誓文が発

布され新政府の方針が示された

こと、明治政府が行った諸改革

によって近代国家としての政治

や社会の新たな仕組みが整った

ことなどがわかる。 

黒船の来航の様子や当時

の欧米諸国のアジア進出な

どについて調べ、黒船の来

航の背景や当時の人々はど

のように受け止めたかなど

について考え、ペリー率い

る米国艦隊の来航をきっか

けに我が国が開国したこと

や江戸幕府の政権返上に伴

い江戸城の明け渡しが行わ

れたことなどがわかる。 

ま
と
め
て
分
か
る
こ
と 

着
目
す
る
こ
と 

知
識 

社
会
と
の
関
わ
り 

・開国後の日本の様子 

・黒船来航の様子 

・ペリー 

・外国と結んだ不平等な

条約 

・西郷隆盛 

・大政奉還 

・大久保利通 

・木戸孝允 

・西郷隆盛 

・明治天皇 

・五箇条の御誓文 

・廃藩置県や四民平等、徴兵

令、地租改正などの諸改革 

・明治時代初め頃

の日本の様子 

・文明開化 

・福沢諭吉 

・学問のすゝめ 

日本はどのように近代化を推し進めていったのだろうか 

黒船の来航をきっかけに我が国が開国し、江戸幕府の政権返上に伴い江戸城が明け渡さ

れた。廃藩置県や四民平等などの諸改革によって近代国家としての政治や社会の新たな仕

組みが整えられ、文明開化により人々の生活も大きく変化していった。このようにして我

が国は明治維新を機に欧米の文化を取り入れつつ近代化を進めていった。 
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★６年生として目指す子どもの姿 

「これまでの学びを今の社会とつなげて考え、これからの社会生活に生かそうとする子」 

★６年生部会重点 

資質・能力の育成に向けた 深い学びの実現のための よりよい学習活動の工夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【重点１】 

「子ども一人ひとりにとって最適な時間、方法で学習に取り組むことができるような学習

活動の工夫」【個別最適な学び】 

 従来のように、教師が与えた資料を、決められた時間の中だけで読み取り、調べていく学習ではなく、

子どもたち一人ひとりが、自ら学習を調整し、最適な時間、方法で学習に取り組むことで学習を深めた

り、広げたりすることができると考えました。具体的には以下の方法を取り入れました。 

 

 

 

 

【重点２】 

「既習と繋げながら協働的に学ぶことができるような手立て」【協働的な学び】 

 本時では、明治政府の諸改革を関連付けて、本単元の目標にもある「近代化」に結び付けることがで

きるようにしたいと考えました。本時の学習問題である「明治政府の人たちは、どんなことを大切に政

治を行ったのだろうか」について子どもたちが意見を発表した後に、西郷隆盛が廃藩置県を推し進める

ための言葉を資料として提示しました。 

 この資料を提示することで、薩摩藩出身の西郷隆盛がなぜ藩を廃止する側にいるのか考えるきっかけ

となりました。その理由を考える中で「近代化を推し進めなければいけなかった」ことに着目できるよ

うになり、そこでその近代化に着目できた上で、もう一度他の改革を見直すようにし、諸改革と近代化

との繋がりを子どもたちがより考えやすくしました。 

 

 

 

 上のように「近代化」と既習（諸改革）を結び付けながら協働的に話し合いができるよ

うしていきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個別最適な学び 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協働的な学び 
主体的・対話的で 

深い学び 

【重点１】 

子ども一人ひとりにとって最適な時間、方法で学

習に取り組むことができるような学習活動の工夫 

【重点２】 

既習と繋げながら協働的に学ぶこと

ができるような手立て 

① 単元を見通す学習問題を設定して学習計画を立てた後に、学習問題の解決に向けて自分なりの方法で調べる時間

を設ける 

② 前時の最後に学習問題を立てて、次時までにそれに対する予想や考えをもてることができるようにする 

殖産興業は「外国の進んだ技術を教わって～」というところが“近代化”に

繋がる。みんなの意見が“近代化”と繋がっていたのだね 


